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ア

クス

ラナ

会
員
始
め
、
関
係
機
関
へ
も
配
布
し
た

更
に
増
ぺ

l
ヅ
さ
れ
、
意
思
交
流
の
場

と
し
て
諸
兄
の
健
筆
が
期
待
さ
れ
る
。

六
、
第
二
回
役
員
会
七
月
二
日
夜
六
時

於
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ピ
ル
会
議
室
六
名

例
会
打
合
せ
、
会
報
の
件
、
部
会
の
件

研
修
会
に
つ
い
て
等
々

七
、
第
三
回
例
会
七
月
十
五
日
夜
六
時

於
泉
屋

一
八
名
談
話
者
浅
野
氏

中
央
市
場
の
動
向
等
に
つ
い
て
、
最
近

上
京
さ
れ
、
適
切
な
情
況
の
掌
援
に
一

同
大
い
に
参
考
と
な
る
。

八
、
第
三
回
役
員
会
七
月
三
十
日
夜
六

時
於
松
寿
し
、
委
員
会
活
動
、
行
事
計

画
、
第
三
号
会
報
発
刊
等
々

八
月
中
行
事
計
画

一
、
第
四
回
例
会
八
月
十
五
日
六
時

於
泉
屋
談
話
者
大
宮
、
小
林
両
兄

二
、
自
衛
隊
一
日
入
隊
見
学
に
つ
い
て

八
月
十
七
日
午
后

一
時
t
皇
午
前
中

三
、
精
神
修
養
座
禅
会
、
於
定
光
寺

八
月
二
十
四
日
午
後
七
時
半
よ
り以

上

(
佐
々
木
記
)

ブロ

の

歩

み

(
そ
の
こ
)

劃!I路アスナロクラブ編集部

当
ク
ラ
ブ
も
二
年
目
を
迎
え
て
、
漸
や
一
始
め
責
任
令
痛
感
し
て
と
の

一
年
更
に

く
に
し
て
郷
土
の
各
業
界
か
ら
も
特
色
の

一

猪
土
重
来
ぞ
期
才
と
と
に
な
っ
た
。

あ
る
存
在
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
き
て
い

一
=
「
第
二
回
例
会
有
芳
一
六
百
六
時

る
と
と
は
誠
に
欝
乙
ば
し
き
か
ぎ
り
で
あ

一

於
泉
屋
一
六
名
会
報
発
刊
及
び
行

る
@

一

事
計
画
等
に
つ
い
て

特
に
新
年
度
は
左
記
の
有
民
が
仲
間
入
一
四
-
第
一
回
研
修
会
六
月
十
五
日
六

り
を
し
て
活
動
に
加
わ
る
事
に
な
っ
た
、

一

時
於
東
映
ホ
テ
ル
二
十
四

名

講

師

新
会
員
の
有
記
凶
ぞ
加
え
て
総
勢
三
十
名
、
一
釧
商
=
一
原
専
務
、
ス
ー
パ
ー
マ

l
ケ
ツ

い
よ
い
よ
持
て
る
能
力
争
発
揮
し
て
初
期
一
ト
の
概
要
に
つ
い
て
、
最
近
急
激
な
伸

の
目
的
達
成
に
突
進
し
た
い
も
の
で
あ
る
一
ぴ
ぞ
見
せ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
の
各
地
C

新

会

員

一

於

け

る

経

営

の

悶

容

及

び

現

況

に

つ

い

金

森

電

機

商

事

政

蔦

練

治

一

て

の

実

際

に

限

で

見

て

き

た

生

々

し

い

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油

wm
佐

川

問
一
姿
と
ユ
ー
モ
ア
@
交
え
て
の
巧
み
な
話

小

林

時

計

局

小

林

久

雄

一

術
に
会
員

一
同
熱
心
に
耳
争
傾
け
、
賛

。

佐

藤

高

居

佐

藤

六

郎

一

重

な

資

料

は

大

い

に

得

る

と

と

Z

つ
あ
っ

ヤ

マ

イ

チ

ス

ポ

ー

ツ

社

貝

哲

男

一

た

@

一
、
第
一
回
役
員
会
四
月
士

百

夜
一
終
了
後
ム
蚕
に
移
り
東
映
ホ
テ
ル
御

於
泉
屋
総
会
打
合
せ
、
役
員
改
選
一
自
慢
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
に
舌
づ
っ
み

新
年
度
打
撃
計
画
等
に
つ
い
て
一
ぞ
打
石
夏
の
一
夜
ぞ
楽
し
ん
だ
。

二
、
第
二
回
総
会
四
月
二
十
七
日
六
時

一五
、
会
報
あ
す
な
為
、
発
刊
、
六
月
廿
日

一
七
名
、
於
泉
屋
会
員
の
総
意
に
よ

一

待
望
久
し
か
っ
た
会
報
が
、
諸
兄
の
執

り
、
現
役
員
が
全
員
留
任
、
手
林
会
長
一
筆
に
よ
り
さ
、
や
か
乍
ら
発
行
さ
れ
、

l
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'
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i
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E
E
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l
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E
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l
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a
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i
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t
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E
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a
e
E
a-
-l
a
E

人

よ

り

一

歩

一
号
勉
強
に
よ
っ
て
補
い
、
た
だ
ち
に
意
欲

一
い
今
回
、
人
の
和
が
大
切
で
す
。
大
会
社

先

ん

ず

る

こ

と

一的
に
行
動
に
移
し
て
い
く
。
乙
の
と
と
を

一
的
な
怠
随
と
矯
慢
、
や
や
も
す
れ
ば
陥
ち

一
段
と
蛾
烈
に
な
っ
て
い
く
販
売
戦
に
於
一忍
耐
強
く
繰
り
返
し
て
い
く
弓
名
に
、
セ
一
入
り
が
ち
な
中
小
企
業
特
有
の
劣
等
感
は

て
、
人
よ
り
一
歩
遅
れ
、
あ
る
い
は
人
と

一
1
ル
ス
マ
ン
と
し
て
の
土
性
骨
と
し
な
け
一
絶
対
許
さ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各

同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
は
敗
け
ま
す
↓
れ
ば
伝
ら
な
い
信
念
令
得
、

一
頭
地
ぞ
抜

一
自
が
感
情
の
ム
ラ
ぞ
斬
り
、
礼
節
ぞ
正
し
、

ま
た
人
よ
り
数
歩
先
ん
ず
れ
ば
、
「

1
1
1
1
1-ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
謙
譲
に
し
て
、
運
命
協
同
体
の
共
通

と
き
た
ま
現
実
議
れ
ま
す
。
常

一

セ

l
ル

ス

マ

ン

心

得

帳

一

意

識

舎

も

つ

な

ら

ば

、

人

の

和

は

成

に
一
歩
先
ん
ず
べ
き
で
す

J
l
一

.
l
-
J
:
-
J什
4
T申
一
り
ま
す
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は
常
に
衿

ル
ス
マ
ン
の
基
本
は
販
売
す
る
と
「

1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
ll
l
i
-
--
-L
持
と
自
信
を
も
っ
て
、
雨
の
白
も
、

と
で
す
。
な
に
は
さ
て
お
き
、
販
売
の
最

一
く
近
代
的
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
な
る
と
と

一
風
の
臼
も
セ
ー
ル
ス
の
険
し
い
演
を
、
真

前
線
に
身
ぞ
挺
し
、
顧
客
の
胸
に
飛
び
込
一
が
出
来
ま
す
。

一
撃
に

一
歩
一
歩
切
り
開
い
て
行
け
ば
市
場

む
と
と
で
す
。
と
ろ
す
る
乙
と
に
よ
っ
て

一

一

制
覇
の
栄
光
は
輝
や
き
、
自
己
形
成
と
い

ま
一

人

の

和

と

心

一

商
品
知
識
が
い
か
に
低
〈
、
販
売
疲
術
均

一

一

号
人
間
本
然
の
悲
願
も
達
成
さ
れ
る
も
の

い
か
心
拙
劣
e
尽
市
場
調
査
が
い
か
に
不
十一

企
業
の
繁
栄
は
人
に
あ
り
ま
す
。
と
く
に

一
で
す
。

分
か
ぞ
知
る
と
と
で
し
ょ
号
。

『
不
知
」一
矢
の
時
、
地
の
刺
広
あ
ま
り
期
待
出
来
な
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(
手
林
俊
夫
)

緑

;商

本
年
度
に
入
っ
て
過
日
第
一
回
研
修
会
が

東
映
ホ
テ
ル
で
釧
商
の
一
二
原
専
務
理
事
ぞ

招
い
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
攻
勢
に

つ
い
て
種
々
中
央
の
情
勢
と
今
後
の
趨
勢

に
つ
い
て
お
話
し
ぞ
伺
い
、
非
常
に
好
評

だ
っ
た
様
で
す
が
、
そ
の
第
二
弾
と
し
て

一
日
自
衛
隊
入
隊
、
座
悩
押
会
と
暑
気
晴
ら

し
の
行
事
が
山
積
し
て
、
そ
の
成
果
も
叉

大
い
に
勉
強
に
な
る
の
で
あ
ろ
弓
と
期
待

し
て
い
る
訳
で
す
が

先
日
、
儀
俄
、
今
回
の
両
兄
と
一
日
自
衛

官
の
企
画
打
合
せ
の
た
め
菅
な
つ
か
し
二

十
七
連
隊
と
名
の
つ
く
門
令
溜
り
ト
苗
駐

屯
司
令
の
懇
な
も
て
な
し
に
、
今
は
無
き

連
隊
と
比
し
今
昔
の
感
に
暫
し
と
ま
ど
っ

た
感
じ
で
辞
し
て
来
た
次
第
で
す
が
、

同
席
さ
れ
た
荒
木
一
二
等
陸
尉
は
ア
ス
ナ

ロ

っ
て
劇
団
か
文
芸
団
体
か
な
と
患
っ
た
相

で
:
此
の
少
女
趣
味
的
な
ア
ス
ナ
ロ
が
釧

路
市
産
業
経
済
の
第
一
線
に
在
つ
f

実

撃

な
研
修
団
体
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た

ら
し
い
の
で
す
。

私
も
此
の
名
付
親
は
誰
れ
な
の
か
と
詮
索

し
た
事
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
手
林
、
今

回
、
佐
々
木
の
諸
兄
は
此
の
会
の
発
起
人

で
も
あ
り
且
つ
叉
一
手
入
共
な
か
な
か
の
文

豪
?
で
も
あ
る
事
か
ら
、
ハ
ハ
ア
と
独
り

合
点
し
て
余
り
深
く
っ
き
と
め
る
事
ぞ
想

い
留
り
い
つ
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
ひ
か
ら
ぴ
た

詩
情
ぞ
せ
め
て
親
睦
機
関
で
も
あ
る
此
の

会
に
求
め
斯
く
名
付
け
恰
も
英
雄
豪
傑
の

酒
色
ぞ
愛
す
る
に
似
た
そ
の
様
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
事
管

領
い
出
さ
れ
た
次
第
で
し
た
。

今
日
は
十
三
日
墓
参
に
行
か
ね
ば
と
心
忙

し
く
、
朝
風
は
め
っ
き
り
秋
づ
い
て
来
ま

し
た
。
季
節
の
感
傷
も
時
に
は
乙
な
も
の

の
様
で
す
。

(
梶
生
V



(2) 

そ
の
申
に
伝
統
を
持
ち
続
け
る
芸
術
と
じ

一
る
の
に
、
私
達
の
業
界
で
は
、
よ
弓
ゃ
く

て
隼
賓
は
現
在
書
道
と
共
に

日
本
芸
術
と
一職
人
の
不
足
印
判
見
習
に
入
る
陪
債
が
無

し
て
印
屡
も
ひ
ら
か
れ
て
中
央
で
は
文
部
一
く
両
手
ぞ
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年

大
臣
賞
、
何
々
賞
と
印
の
芸
術
に
ひ
た
向
↑未
完
成
の
機
械
の
ま
〉
販
売
さ
れ
失
望
し

に
精
進
し
て
居
る
方
々

に
輝
い
て
居
る
の

一本
年
度
の
完
成
品
を
実
用
化
さ
れ
た
の
は

私
達
が

一
般
使
用
す
る
、
印
章

に
つ
い

て

一で

す

。

一

業

界

の

プ

ラ

ス

だ

っ

た

と

思

い

ま

す

が

人

轡
く
事
が
、
非
常
に
面
倒
な
の
に
驚
き
ま
一
明
治
初
期
よ
り
ゴ
ム
板
に
彫
刻
す
る
事
を
一
聞
の
様
な
、
味
の
有
zu
印
は
仕
上
と
云
弓

し
た
。
参
考
に
す
る
、
害
物
が
少
な
い
、

一発
明
し
て
そ
れ
を
売
物
に
し
て
、
莫
大
な
一
事
で
完
成
で
す
。

一
年
間
ぞ
通
じ
て
此
の

か
ら
な
の
で
す
。
書
道
の
本
は
、
数
多
く
一
財
を
成
し
た
印
判
庖
も
あ
っ
た
そ
弓
で
、

一機
械
が
毎
日
動
い
て
呉
れ
る
様
に
願
い
た

最
近
の
時
の
流
れ
ぞ
静
か
に
見
つ
め
て
考一

イ
ツ
チ
一
つ
で
全
部
が
始
動
し
運
転
出
来

一
出
版
さ
れ
て
居
る
の
に
印
の
事
で
印
刷
さ

一其
の
影
刻
方
法
の
秘
密
ぞ
さ
ぐ
る
の
に
相
一
い
も
の
で
す
。
多
忙
期
と
ー聞
叡
期
の
は
つ

え
れ

ば
、
小
説
や
映
画
が
短
か

い
時
間
や
一
る
様
に
し
な
け
れ

ば
ス
ピ
ー
ド
は
出
な
い
。
一
れ
た
事
は
明
治
よ
り
十
五
回
程
し
か
な
い

一当
に
苦
労
ぞ
い
た
そ
弓
で
す
。

一
例
ぞ
上
一
き
り
し
て
居
る
印
判
屋
が
、
副
業
的
商
売

紙
片
に
、

何
年
聞
か
の
移
り
変
り
を
ま
と

一

乙

の
頃
不
勉
強
な
私

に
も
後
か
ら
あ
と
一
と
一
玄
わ
れ
て
唐
り
ま
す
。

ハ
ン
ヤ
位
疲
か
一
げ
ま
す
と
ゴ
ム
印
を
彫
刻
出
来
る
職
人
を
一
?
い
や

一
一
脈
通
ず
る
文
具
方
面
に
手
ぞ
入

め
て
し
ま
弓
様
に
、
そ
の
変
り
万
は
非
常
一
か
ら
と
、
追
突
で
も
受
け
る
様
に
容
赦
な

一
れ
る
仕
事
も
、
十
九
年
間
も

コ
ツ
コ
ツ
と
一
明
治
の
頃
で

一
ヶ
月
の
給
料
が
百
円
か
ら

一
れ
出
し
た
の
も
印
判
の
印
材
の
回
転
率
年

に
テ
ン
ポ
が
速
く
な
っ
た
。
従
っ
て
最
近
一
く
難
問
が
お
き
た
。
無
理
に
時
間
令
割

い一

趣
味
と
実
益
と
舎
あ
わ
せ
て
や
っ
て
ま
す

一
八
十
円
だ
っ
た
そ
弓
で
す
。
職
人
が
彫
刻
一
一
、
二
国
交
具
の
場
合
五
、
六
回
の
回
転

多
く
使
わ
れ
る
革
命
と
云
う
乙
と
ば
は
、
一
て
セ
ミ
ナ
ー
に
も
出
か
け
た
。
少
し
は
本

一
と
楽
し
み
、
そ
の
内
に
あ
り
と
一
玄
え
ま
す

τて
居
る
の
争
庖
の
主
人
が
見
乍
ら
職
人
互
に
魅
力
ぞ
感
じ
つ
主
セ
ー
ル
ス
マ
ン

実
に
よ
く
ピ

ツ
タ
リ
す
る
と
患
い
っ
。
苔
々

一
も
読
む
厳
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
ホ
シ
一
ね
。
印
の
歴
史
は
非
常
に
古
く
紀
元
前
の

一
が
夜
床
に
就
い
て
か
ら
夜
申
に
起
き
て

、一

の
不
足
と
資
金
不
足
に
な
や
み
乍
ら
努
力

の
仕
事
ぞ
通
じ
て
拾
っ
て
み
て
も
、
生
産
一
伊
藤

(
今
の
宮
田
消
火
器
)
の
佐
々
木
さ
一
旧
約
聖
書
の
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
中
に
も
一
勉
強
し
た
そ
弓
で
、
そ
の
ゴ
ム
板
令
入
手
一
ぞ
重
ね
て
居
る
の
で
す
が
専
門
化
さ
れ
つ

革
命
、
流
通
革
命
、
経
営
革
命
等
々
が
そ
一

ん
が
訪
ね
て
来
て、

あ
す
な
ろ

に
入
会
し
一

(
シ
ル
シ
)
印
と
し
て
使
用
さ
れ
て
居
り

一
す
る
の
に
印
判
周
と
じ
て
の
ゴ
ム
が
無
く
一
つ
あ
る
今
日
の
商
法
に
逆
行
す
ろ
様
で
す

れ
で
あ
り
、
毎
日
身
辺

に
そ
の
激
し
さ
を
一

z
っ
と
云
わ
れ
、
よ
弓
乙
ん
で
入
会
し
た
。
一
ま
す
。
丸
筒
指
輪
な
ど
と
そ
の
使
用
意
味

一潜
水
夫
の
用
具
の
中
に
使
用
す
る
ゴ
ム
ぞ
一
一
炉
、
企
業
と
し
て
は
、
今
後
も
進
め
る
積

増
す
突
通
革
命
、
そ
し
て
大
き
く
は
国
際
一
そ
の
と
き
私
ぞ
紹
介
し
て
く
れ
た
と
と
ば

一
は
御
賢
明
な
る
皆
様
の
御
想
像
に
お
ま
か

一
の
ば
し
て
使
用
し
た
そ
弓
で
す
。
そ
の
頃
一
り
で
す
。
印
判
の
競
走
の
激
い
い
東
京
で

ニ
ュ
ー

ス
に
至
る
ま
で
、
と
れ
皆
革
命
的
一
が
と
弓
だ
っ
た
「
と
の
万
は
人
使
い
の
荒
一
せ
致
し
ま
す
。
日
本
で
は
中
国
よ
り
渡
り

一
の
職
人
の
生
活
は
現
在
と
異
い
の
ん
び
り
一
は
、
下
職
の
業
者
は
夕
方
六
時
よ
り
原
稿

要
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
好
む
と
と
の
ま
一
い
と
と
で
有
名
な
、
第

一
石
炭

(
い
ま
の
一
金
印
が
国
王
印
と
し
て
天
皇
に
貢
物
と
し

一
と
し
て
居
っ
た
ら
し
く

一
週
間
の
内
五
日
一
ぞ
頂
い
て
翌
朝
八
時
迄
に
親
庖
に
納
品
し
-

ぎ
る
と
に
か
〉
わ
ら
ず
、
ジ
ャ

l
ナ
リ
ズ
一
第

一
熱
原
)
の
経
讐
C

ん
で
す
よ
ろ
し
く
』
て
献
上
さ
れ
た
ら
し
く
古
墳
よ
り
の
出
土
一
間
程
よ
り
働
か
な
か
っ
た
そ
弓
で

一
自
に
一
て
変
則
な
毎
日
ぞ
送
っ
て
居
あ
そ
弓
で
す
ι

ム
ゃ
、
マ
ス
コ
ミ
令
通
じ
て
、
吾
々

に
浸
一
と
云
弓
具
合
に
本
当
に
強
引
だ
け
で
あ

っ

て
品
の
申
に
金
印
銅
印
が
出
る
事
が
あ
る
そ

一一

本
か
二
本
程
し
か
彫
刻
し
な
く
て
、
生
一注
文
通
り
出
来
な
い
と
そ
れ
ま
で
よ
、
で

透
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
と
ん
な
時
に
平
一
て
、
社
員
の
個
性
や
考
え
方
叉
は
能
力
ぞ

一
-

つ

で

す

。

一

活

が

出

来

た

の

で

す

か

ら

弓

ら

や

ま

し

い

一

ス

ト

ッ

プ

だ

そ

弓

で

す

。
明
治
時
代
の
機

事
前
か
ら
不
勉
強
な
私
は
、
従
来
の
慣
習

に一

総
合
し
て
み
て
引
い
て
い
る
の
で
は
な
く

一
古
い
書
物
に
よ
り
ま
す
と
印
刻
士
と
し

て
一
か
ぎ
り
で
す
ね
。
明
治
後
期
に
入
り
ま
す

一
な
の
ん
び
り
し
た
時
代
は
夢
で
す
が
、
機

よ
り
、

若
さ
と
体
力
舎
も
っ
て
蚕
霧
旦

そ
と
に
は
大
切
な
科
学
的
知
能
的
な
け
ん

一
宮
中
に
録
そ
戴
き
芸
術
と
し
て
官
印
と
し

一
と
そ
ろ
そ
Z

つ
大
量
に
印
鑑
認
印
実
印
ゴ
ム
一
械
化
が
進
む
に
つ
れ
て
時
間
の
短
縮
が
出

で
働
き
、
あ
た
か
も
狩
勝
峠
ぞ
登
る
汽
関
一
引
力
に
欠
け
て
い
た
。
私
は
今
の
あ
す
な

一
て
重
要
な
仕
事
だ
っ
た
と
、
書
い
て
あ
り

一
印
と
需
要
が
多
く
な
り
、
ゴ
ム
印
も
鋳
造
一
来
す
ば
ら
し
い
彫
刻
が
出
来
て
コ
ス
ト
ダ

車
の
様
に
、
あ
え
き
あ
え
ぎ
で
は
あ
る
が
一
ろ
会
の
研
修
会
も
発
表
会
も
未
熟
で
あ
っ

一
印
材
は
金
、
銀
、
銅
の
様
で
、
鋳
造
式
な

一ゴ
ム
印
と
し
て
移
入
さ
れ
て
大
量
に
製
造

一ウ
ン
が
出
来
て
お
客
様
に
満
足
し
て
頂
け

走
り
つ
づ
け
て
き
た
。
途
中
社
員
が
十
名
一
て
も
、
そ

革
命
の
時
代
に
在
り
て

印
判
の
歴
変

経

，>k. 

Bと

力

雄



サ

l
ピ

ス
は
繁
栄

の
元

都
市
改
造
に
協
力
し
て

叉
口
先
だ
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
中
味
は
何
も

一
い
な
い
と
、
わ
れ
な
が
ら
良
い
ア
イ
デ
ア

無
い
と
と
も
有
り
ま
す
。
後
続
き
は
決
し

一
と
、
早
速
実
行
に
及
ん
だ
と
と
ろ
そ
の
申

て
し
な
い
も
の
で
す
。

一
に
一

つ
も
卵
管
生
ま
な
く
な
っ

て
し
ま
い

私
達
の
生
活
に
は
衣
食
住
と
言
弓
三
大
要
一

に
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
す
↓
と
の

一
、
二
年
の
間
に
自
動
車
の
進
出
は

一
ま
し
た
。

一都
市
改
造
に
協
力
し
て
鉄
筋
に
て
新
築
す

語
が
有
り
ま
す
@

一
サ
ー
ビ

ス
の
目
的
は
お
客
さ
ん
の
満
足
そ
一
回
を
見
張
る
ば
か
り
で
あ
る
が
乙
れ

に
も
一
と
い
弓
話
で
す
。
と
と
ろ
が
も
弓

一
つ
別
一
あ
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
役
所
の
の
為

何

一つ
欠
け
て
も
生
活
は
無
理
な
と
と
で
一
得
ろ
と
と
で
す
か
ら
、
そ
の
目
的
に
添
っ一

サ
ー
ビ
ス
が
無
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
、

一
の
話
が
有
り
ま
す
。

一
の
ろ
政
策
に
は
ほ
と
ほ
と
手
そ
燐
き
ま
し

生
き
て
行
く
事
も
出
来
な
い
の
で
す
。

一

て

、

一

一

つ
間
違
え
ば
自
殺
の
道
具
と
も
な
り
叉

一
や
は
り

一
日
に
金
の
卵
を

一
つ
ず
つ
生
む
一た
。
中
小
金
庫
の
融
資
も
は
ず
れ
市
中
銀

衣
食
住
を
求
め
る
為
に
は
大
昔
は
自
給
自

一
一
お
容
の
欲
し
て
居
る
も
の
を
早
く
正
確

に一

殺
人
の
道
具
と
も
な
お
の
で
す
。

一
ニ
ワ
ト
リ
ぞ
飼
っ
て
い
た
男
が
居
り
、

一行
の
お
世
話
に
な
っ
て
よ
弓
ゃ
く
資
金
の

足
で
自
分
で
家
舎
建
、
衣
料
と
な
あ
布
ぞ
一
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

一

走

る

凶

慰

と

も

い

わ

れ

て

居

り
ま
す
。

一
と
と
ろ
が

と
の
ニ
ワ
ト
リ
は
非
常
に
高
価
一
め
ど
を
つ
け
会ま
し
た
が
、
換
地
発
表
も
ま

織
り、

食
料
も
叉
白
か
ら
山
、
川
、

海、

一
良
く
品
物
一
を
売
る
の

で
な
く
真
心
を
売
れ一

サ
ー
ビ
ス
が
無
け
れ
ば

一
つ
の
鉄
の
回
り一

な
エ
サ
を
必
要
と

し
卵
の
売
価
の
半
分
以
一
だ
市
議
も
通
ら
ず
、
困
る
の
は
北
大
通
り

と
求
め
歩
い
た
。

一
と
申
し
ま
す
が
、
い
く
ら
良
い
物
で
も
不
一

に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。

一
上
は
エ
サ
代
に
掛
あ
の
で

「
別
に
金
の
卵
一
の
市
民
の
み
で
す
。
私
の
庖
も
五
十
年
以

現
在
で
は
そ
れ
ぞ
れ
分
業

し
各
種
な
職
業
一
愛
想
な
庖
か
ら
買
物
を
す
忍
と
何
か
し
ら
一
最
近
の
技
術
の
進
展
は
き
わ
め
て
急
速
で

一
号
生
む
か
ら
と
い
っ
て
普
通
の
ニ
ワ
ト
リ
一
上
の
庖
舗
で
、
今
ま
で
建
っ
て
い
た
事
が

と
わ
て
皆
僚
が
経
営

し
て
居
あ
荷
業
と
伝

一
良
い
物
で
も
余
り
良
い
と
田U
わ
れ
な
い
も
一
今
日
良
い
と
患
っ
た
事
も
明
日
は
も
弓
吉

一
の
十
倍
も
す
る

エ
サ
を
与
え
る
の
は
ゼ
イ
一
不
思
議
だ
と
建
築
家
に
云
は
れ
て
驚
き
ま

り
、
工
業
と
な
っ
て
居
る
の
で
す
。

一
の

で

す

。

一

い

と

い

わ

れ

る

時

代

で

す

。

一
タ
ク
す
ぎ
る
。
少
し
質
管
下
げ
て
見
よ
弓

一
し
た
。
新
庖
舗
が
完
成
致
し
ま
す
と
一
期

私
達
も
戦
争
中
叉
終
戦
の
物
資
の
無
い
時
一一

般
必
需
品

で
あ
と
の
様
な
乙
と
が
い

え
一
お
客
は
つ
ね
に
取
扱
い
簡
単
な
性
能
の
よ

一
も
し
一一一日
に一

一
個
く
ら
い

に
な
っ
て
も
そ
一二
期
で
百
三
十
三
坪
の
ピ
ル
ワ
が
出
来
る

代
な
ら
と
あ
か
く
現
花
で
は
質
的
切
な
ら
晶

一
お
も
の
で
す。

-
り
高
ぺ
い
も
の
を
求
め
て
い
ま
す
。

一
の
万
が
得
だ

」

一

の
で
す
が
私
達
に
は
決
戦
場
の
城
を
遮
る

物
の
揃
っ

て
感
じ
が
良
く
価
が
安
く
信
用

一
ま
し
て
最
近
大
衆
化
し
て
居
ろ
家
庭
電
気
一
昔
は
、
感
に
頼
っ
て
叉
経
験
が
有
れ
ば
技

一
と
実
行
し
た
と
ζ

ろ
と
れ
卵
を
全
然
生
ま
一
様
な
感
じ
て
借
金
返
済
の
為
苦
し
み
ぞ
当

の

有

る

庖

へ

出

か

け

ま

す

。

一

様

具

、
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
に
し

て
も
、
ぃ
一
術
者
と
認
め
ら
れ
て
居
り
ま
し
た
が
現
在
一
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一分
の
間
味
あ
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

言
弓
な
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
の
良
い
后
と
言
弓

一
く
ら
品
が
良
い
、
メ
ー
カ
ー
品
だ
か
ら
と
一
の
機
に
百
分
ノ

一
、
千
分
ノ

一
と
雪
弓
勺
精

一
是
近
で
は
養
鶏
方
法
も
と
み

に
進
歩
し
、
一
す
と
ぐ
ん
と
腹
に
力
の
入
る
毎
日
で
す
。

事
で
す
。

サ
ー
ビ

ス
が
良
く
て
も
惑
い
晶
一
い
っ
て
も
い
つ
故
障
が
お
き
る
か
何
人
も
一
密
な
工
作
機
械
よ
り
生
れ
出
る
部
品
を
組
一
産
卵
促
進
音
楽
を
聞
か
せ
あ
と
か
。

一
今
年
四
月
に
父
を
帰
ざ
る
燃
に
送
り
、
新

を
売
り
付
け
る
様
な
庖
は
サ
ー
ビ
ス
が
良

一予
測
は
出
寸
前
な

い
あ
の
で
す
e
安
い
か
ら
一
合
し
た
自
動
車
に
は
通
用
し
な
く
色
々
な

一
食
飼
の
賀
、
与
え
方
鶏
舎
の
ス
タ
イ
ル
等
一
し
い
社
長
争
中
心
に
、
新
し
い
皮
袋
に
新

い
と
は

申

さ

れ

ま

せ

ん

。

一

と

い

っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
全
々
出
来
な

い
お
一
測
定
機
械
や
ら
工
具
を
取
揃
え
な
け
れ
ば

一
す
べ

て
が
、
よ
り
沢
山
卵
芝
生
ま
せ
る

た
一
し
い

酒
を
入
れ
あ
様
に
努
力
し
て
居
り
ま

英
和
辞
典
舎
見
ま
す
と
サ
ー
ビ
ス
と
い
弓一

庖
か
ら
賀
弓
と
結
局
は
高
い
も
の
に
付
い

一
お
客

に
満
足
ぞ
得
る
事
が
出
来
ず
叉
そ
れ
一

め
の
目
的
に
か
な
弓
よ
弓
研
究
さ
れ
て
い
一

す
。
完
成
は
来
年
の
八
月
で

一
階
は
売
場

言
葉
は
、
奉
仕
、
服
役
、
勤
務
、
事
務
、
一
て
し
ま
っ
た
と
い
弓
経
験
が
有
ろ
と
と
と
一
を
取
扱
へ
る
事
が
出
来
な
け
れ
ば
技
術
者
一
る
そ
弓
で
す
が
、
先
の
二
つ
の
話
で
お
解
一
二
階
は
食
堂
、
社
長
住
宅
三
階
は
社
員
住

礼
揮
、
勤
行
、
聖
楽
、
軍
務
、
兵
役
、

一

患
い
ま

す

。

一

と

い

え

な

い

の

で

す

。

一
り
の
様
に
金
の
卵
は
自
然

に
生
ま
れ
る
の
一宅

と
一
一O
坪
の
室
が
出
来
、
そ
の
場
所
を

功
労
、
世
話
、
有
誼
、
利
益
、
役
立

ら
、
一
サ
ー
ビ
ス
が
良
い
庖
と
聞
く
と
我
々
は
、
一
い
く
ら
漬
具
そ
揃
え
叉
疲
術
者
ぞ
用
意

し一

で
は
な
く
努
力
ロ
よ
っ
て
生
ま
れ
て
来
ろ

一
無
料
で
事
務
機
の
見
本
展
会
叉
は
文
化
団

給
仕、

食
器
、
配
水
、
給
水
、
汽
車
便
、
一
す
ぐ
に
キ
ャ
バ
レ
ー
、

と
か
ス
タ
ン

ド
、
一

て
も
客
に
対
し
て
不
親
切
で
有
れ
ば
折
角
一
の
で
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
採
算
を
度
外
視
一体
の
文
化
展
示
場
と
じ
て
活
用
し
て
行
き

汽
船
便
、
と
言
っ
た
様
に
多
く
の
日
本
語

一
パ
l
e思
い
出
し
ま
す
が
、
そ
乙
に
お
サ
一
の
心
づ
か
い
も
無
に
な
っ
て

し
ま
い
、
大
一
し
て
ま
で
、
サ
ー
ビ

ス
す
る

と
と
も
無
い

一
た
い
と
考
え
て
設

(3) 



悼l

な
い
か
と
言
弓
人
が
い
る

。

い

か

、

叉

相

談

令

し

て

見

よ

弓

と

考

え

て

と

に

角

田

本

的

流

通

機

構

は

ア

メ

リ

カ

と

居

る

会
員
お
多
数
あ
る
と
患

い
ま
す
。

は
多
少
違
う
趣
争
見
せ
る
か
も
し
れ
な
い

」

-面
接
の
折
、
色
紙
ぞ
持
た
せ
宅
好
き
な
色

ス
ー
パ
ー
の
発
展
を
否
定
す
る
も
の
で
は

一

嫌
い
な
色
管
選
ば
せ
て
学
校
か
ら
の
内
申

な
い
。
対
策
は
充
分
練
る
べ
き
だ
。

一

と
照
し
合
せ
て
見
る
の
も

一
つ
の
資
料
に

然
し
乍
ら
従
来
の
得
意
先
に

つ

い

て

心

配

一

な

る
の
で
は
な
い
か
と
患
い
ま
す
が
如
何

，
流
通
革
命
つ
て
な
ん
だ
い
?
ス

l
パ
一
も
昨
今
は
修
正
論
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
見
え
て
一
御
無
用
自
信
舎
も
っ
て
小
売
庖
令
指
導
し

一
子
供
は
本
能
と
し
て
明
る
い
色
が
好
き
で

一
で
す
。
男
性
は
赤
い
色
が
好
き
な
性
格
だ

・

1
の
と
と
苧
:
・
:
。

'

一

来

た
事
だ
。

一
に
ぎ
っ
て
い
く
事
管
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
叉
着
飾
り
た
い
慾
望
争
常
に
持
っ
て
居
る
一
そ
弓
で
す
。
然
し
仲
々
引
出
せ
な
い
も
の

そ
ろ
簡
単
に
割
切
っ
て
し
ま
弓
向
ぎ
が
多

一
或
る
経
営
指
導
者
は
言

1

一

日

コ

河

川

3
1
1
1

一

そ

-

つ

で

す

。

一

の
様
で
還
磨
に
な
っ
て
始
め
て
赤
ヅ
キ
ン

い
の
も
仕
方
が
な
い
ほ
ど
ス
ー
パ
ー
攻

竺

ス

!

と

出

来

て

パ

!

と

消

え

る

|

ひ

と

一

区

防

同

区

凶

同

堅

一

商

売

柄

、

私
は
学
校
の
講
習
会
、
研
究
会
一
宣
る
の
も
当
然
の
と
と
で
し
ょ
弓

。
子

は

激

し

く

な

る

一

方

。

一

と

ろ

関

西

で

流

行

っ

た

ジ

ヨ
ウ
ダ
ン
だ
が
一
釧
路
の
衝
は
活
気
が
あ
る
と
外
来
者
は
必

一
に
よ
く
出
掛
け
ま
す
。
先
月
も
工
作
の
講
一
供
に
色
紙
の
工
作
ぞ
さ
せ
る
場
合
嫌
い
な

小
売
底
、

問
屋
共
々

に
自
己
防
衛
の
対
策

一実
際

一
軒
ス
ー
パ
ー
が
庖
開
き
し
た
と
恩
一
ず
云
ろ
が
本
当
に
活
気
が
有
る
の
だ
ろ
ろ
一
習
会
で
管
内
ぞ
巡
回
致
し
ま
し
た
。
勿
論

一
色
の
上
に
好
き
な
色
令
室
ね
さ
せ
る
の
が

令
研
究
し
つ
つ
事
態
の
推
移
に
処
し
て
行
一
う
と
二
軒
つ
ぶ
れ
る
状
態
が
も
-
つ

一
年
も
一
か
。
此
れ
は
釧
路
市
の
工
鉱
業
訟
に
港
が

一
一
私
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
東
京
か
ら
来
た
専
一
初
歩
の
鉄
則
に
な
っ
て
る
そ
弓
で
す
。

と
-
っ
と
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

一前
か
ら
関
西
で
起
っ
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
一
南
北
に
別
れ
て
お
り
比
れ
争
連
絡
す
る
道

一
門
家

の

鞄

持

ち

で

す

。

一

1
t
i
l
t
(
l
i〉
}
}
h

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

全
国
で

一
日
一
庖
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど
経
営
が
む
づ
か
一
路
が
北
大
通
り
一
本
で
あ
る
事
、

(
む
す
一
小
学
四
年
の
生
徒
に
五
十
色
の
色
紙
管
与

一

に
三
軒
の
割
り
合
い
で
ぞ
く
ぞ
く
と
生
れ
一
し
い
と
い
弓
か
問
題
が
多
い
の
だ
。

一
び
橋
通
り
が
あ
る
が
)
国
道
三
八
号
線
が

一
え
好
き
な
色
ぞ
選
ば
せ
ま
す
と
決
っ
た
様

一

O
談

話

室

て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

一安
い
仕
入
れ
に
も
食
料
品
の
低
利
談
率

亙
街
の
ど
真
中
ぞ
通
っ
て
層
る
か
ら
と
考
え

一
に
大
半
は
黄
色
ぞ
手
に
し
ま
す
。
旬
行
の

一
か
ね
て
か
ら
企
画
さ
れ
て
い
た
自
衛
隊
の

或
る
経
営
研
究
家
は
言
弓
。
日
本
で
も
、

一
品
で
は
限
度
が
あ
り
絶
対
的
魅
力
の

一
つ
一

ら
れ
る
。

一
先
生
に
伺
い
ま
す
と
都
会
の
子
供
も
田
舎

一一

日
入
隊
が
決
っ
た
が
、
あ
る
熱
心
な
会

数
年
後
に
は
ア
メ
リ
カ
と
そ
っ
く
り
に
な
一
の
安
値
販
売
と
の
聞
に
立
っ
て
経
営
パ
ラ
一
外
来
者
が
必
ら
ず
一
玄
弓
事
の
一
つ
に
道
路

一
の
子
供
も
十
才
前
后
迄
は
断
然
黄
色
が
好

一
一
慣
が
い
き
つ
け
の
末
広
町
か
い
わ
い
へ、

る
は
ず
だ
。
す
な
わ
ち
ス
ー
パ

ー
マ
1
ケ
一
ン
ス
の
取
り
万
に
非
常
に
困
難
な
点
が
多
一
の

「キ
タ
ナ
イ
」
が
上
げ
ら
れ
る
。
特
に
一

き
だ
そ
う
で
、
七
九
才
迄
が
赤
を
好
き
な
一
軍
服
姿
で
挨
拶
廻
り
?
:
と
外
出
ぞ
希
望

ツ
ト
が
、
全
食
品
売
り
上
げ
高
の
六
九
%
一
い

か
ら
だ
。
:
:
:
と
。

一
舗
装
道
路
上
が
キ
タ
ナ
イ
先
進
都
市
古
い
一
様
に
つ
ま
り
教
育
学
上
、
色
彩
の
循
潔
移
ム
し
て
い
た
が

「一

晩
位
は
我
慢
し
て
下
さ

に
達
し
、
小
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

一と
の
弱
点
を
つ
い

て
小
売
底
の
生
き
方
ぞ
一
伝
統
の
あ
る
都
市
で
は
毎
朝
各
自
各
事
業

一
行
性
と
云
わ
れ
色
彩
理
論
上
立
証
さ
れ
て
一
い
:
・
」
と
言
弓
事
で
上
回
連
隊
長
の
許
可

(
ス
l
パ
レ
ッ
ト
)
が
一

一一
一
事
ぞ
と
る
と
一
真
剣
に
研
究
、
或
い
は
実
践
し
て
人
達
は
一
所
の
前
ぞ
路
上
ま
で
も
清
掃
し
て
清
水
ヱ
居
る
結
果
で
あ
る
。
と
一
玄
弓
一
事
で
成
一
憲
一
が
貧
え
ず
さ
し
あ
の
ツ
ワ
モ
ノ
会
員
も
ク

も

う

時

間

り

は

僅

か

凡

%

、

そ

の

凡

%

ぞ

金

一

言

弓

。

一

散

水

し
て
い
る
が
当
市
で
は
路
上
は
お
ろ
一
路
交
通
法
に
依
る
黄
色

い
カ
ツ
パ
、
マ
フ
一
サ
ル
乙
と
々
々
:・
:
(誰
で
す
か
?
)

体
の
六
五
%
に
あ
た
る
庖
数
の
(小
規
模

一
ス
ー
パ
ー

に
対
抗
す
る
万
法
は
果
し
て

あ
一
か
歩
道
す
ら
清
掃
し
て
い
な
い
と
と
弓
が

一
ラ
l
、
更
に
帽
子
、
偉
い
人
は
頭
が
良
い

一

t
(
{
t
1
11
1
1
1
1
1

の
庖
)
が
細
分
し
て
わ
け
あ
弓
事
態
が
、

一
る

か

?
;

:
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
成
果
は

一
あ
る
。
乙
れ
は
全
市
で
各
団
体
が
連
繋
の

一
訳
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
格
言
に

「
茶
色
を

一

刻

一
刻
近
づ
い
て
い
る

f
:と。

一
は
っ
き
り
と
立
証
さ
れ

つ

込

る
。
と
一
も
と
に
清
掃
運
動
ぞ
し
な
い
と
一
事
業
所
一
好
む
男
性
は
矯
に
選

び

な

さ

い

。

お

金

管

一

間

集

後

記

経
営
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
出
れ
ば
問
屋
無
用
論

一
そ
の
方
法
の
主
な
も
の
は
次
の
四
つ
の
点
一
の
み
で
は
な
か
な
か
出
来
な
い
。
自
分
の

一
貸
し
て
も
良
い」

と
一
玄
は
れ
て
る
そ
弓
で
一
執
筆
依
頼
者
に
事
故
続
出
で
、
仲
々
原
稿

が
出
て
主
催
者
側
の
メ
ー
カ
ー
参
加
者
の

一に
要
約
出
来
る
。

一一所
の
み
清
掃
す
る
必
要
は
な
い
。
此
れ
が

一
誠
に
お
堅
い
人
柄
に
茶
色
が
表
現
さ
れ
て
一
が
築
ら
な
い
。

問
屋
ぞ
と
ま
ど
わ
せ
た
。

一
一
、
仕
入
価
格
を
出
来
る
だ
け
安
く
す
る
一
瞥
通
だ
と
考
え
て
い
る
従
業
員
が
ほ
と
ん

一
い
ま
す
。
濃
紺
ぞ
好
む
男
性
は
公
務
員
、
一
編
集
者
の
苦
労
此
処
に
至
る
と
言
弓
処
で

も
と
も
と
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

一

様

努

力

す

る

。

一

ど

で

す

。

一
教
師
に
多
く
日
曜

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
雑
感

佐

之

助

藤

7c 

小

沢

敏

男

色
紙
の
話(最

上

勇
)


